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くるみ邑美園広報 

くるみ邑美園 広報誌 

 VOL.306 

令和 4年 5月 20日発行 た ん ぽ ぽ 

邑南町中野 花木団地の桜並木 

新型コロナウイルスの影響により、様々な規制と混乱のなかで毎年恒例のお花見会を 4 月 6 日（水）に行い

ました。アート班は断魚渓つつじ公園、あすなろ・やよい棟とステップ班はくるみ邑美園の園庭でお弁当やお

やつを食べました。 

やわらかい日差しに包まれ、風に揺られて花弁が舞い落ちる中で利用者の皆さんも穏やかな時間を過ごすこ

とが出来ました。(松嶋 茜) 
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くるみ邑美園広報 

４月８日（金）に社会福祉法人いわみ福祉会 島根県西部発達障がい者支援センターの石

田英巳様を講師にお迎えして事例検討会を実施しました。 

始めに自閉症の行動特性や環境作りなどの概要についての講習を聞き、その後に当園を利

用されている方の行動についての事例検討を行いました。これまでの取り組み（支援）から

の行動についての意味や訴えなど改めて考える時間を持つことが出来ました。固定概念にこ

だわらず、個々の利用者の皆さんにあった支援内容、関わり方を考える良い機会になりまし

た。(柳幸 康之) 

 

1 月～3月にかけて施設内での職員研修を行いました。この研修は、福祉職員としての 

専門性の向上と施設サービスの充実を目指すことを目的としています。研修内容は 

 

 

 

 

5 テーマから１つ選択し、動画受講を行いました。参加した職員からは「メンタルヘ 

ルスの必要性を感じた」「生活習慣病について知ることが多かった」「この仕事の重要性を 

改めて知った」「自分の今知りたいテーマを受けることが出来た」等の声が挙がっていま 

した。今後も施設内で研修を重ね、専門性の向上に努めます。(柳幸 幹子) 

 

昨年度も新型コロナウイルスの関係で以前のような活動ができない部分もありましたが利用者の皆さんは一生懸

命作業や活動に取り組まれました。そんな令和 3 年度を振り替えりながら各棟で食事を楽しまれ、来年度に向けて

の力を蓄えることのできた年度末反省会になりました。 

年 度 末 反 省 会 

職員施設内研修 

①障がいがある人の生活習慣病―予防に必要なこと ②感染症について正しく知ろう 

③自閉症について ④事業所職員のためのメンタルヘルス  

⑤発達障がい児・者への理解とその支援について 

事 例 検 討 会 
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くるみ邑美園広報 

あすなろ棟は今年度利用者 29 名（内 1 名通

所）でスタートしました。今年度も感染対策で思

うように活動出来ない事もありますが、工夫と発

想で楽しく元気に充実した日々が過ごせるよう活

動していきたいと思います。 

(勢田 泰也) 

 

やよい棟では余暇時間に、季節の塗り

絵、壁面の製作、クッキングを取り入れ

ています。どの活動も利用者の皆さん 1

人ひとりが参加でき楽しい時間を過ごし

ています。また、生活に潤いを感じられ

るよう季節の行事を大切にしています。

(日髙 玲衣) 

あ す な ろ 棟 

ステップ班では、ウォーキングを中心

に体力の維持に努めています。コロナ禍

で、園外活動もままなりませんが、先日

久し振りにバスに乗ってお出かけしま

した。車窓からの新緑がまぶしくいい気

分転換になったと思います。(森藤 奈那) 

 

賑やかなひまわり棟アート班１６名

の皆さんに今春も引き続いて感染症へ

の対策を徹底しながら、課題作業・機能

維持訓練を中心とした日中活動を提供

し、健康で充実した生活を送って頂ける

よう支援を行いたいと思います。 

(福田 勇樹) 

 

 

各棟の紹介 
 

新年度を迎え、利用者の皆さんも気持ちを新たに

新学年での生活に向かわれています。新型コロナウ

イルスの影響で、やりたい事も出来ずに我慢をさせ

てしまう事がありますが、少しでも児童部で生活で

きて良かったと思って頂けるよう、個々に寄り添っ

た支援に取り組んでいきたいと思っています。 

（有井 寿幸） 

 

や よ い 棟 

ひ ま わ り 棟 

千 鳥 棟 

児 童 部 

 

 

 

 

 



たんぽぽ 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                                               

                  

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          

  

くるみ邑美園広報 

 
 

 

 

苦情・要望状況 

（令和 3 年 1 月～3 月） 

 家族等 利用者 件数 

苦 情 0 件 0 件 0 件 

相談・要望 0 件 1 件 1 件 

虐 待  0 件 0 件 

利用者様より、職員の言動に対する要望が 1 件ありま

した。これに関しては話し合いの場を持ち和解をしまし

たが、今後は職員への指導を徹底し、利用者様が不快な

思いをされないよう努めてまいります。(川中 恵美) 

寄贈の紹介と御礼 

この度、くるみ邑美園児童部へ各企業の方々からご寄

付・ご寄贈をいただきました。厚く御礼申し上げます。 

○日本赤十字社島根県支部 金一封 

○(有)ダスカジャパン クァウテモック 

チョコレート各種 

 

〒696-0102 

島根県邑智郡邑南町中野 3595-18 

ご相談・お問い合わせは 

℡0855-95-0327 fax0855-95-1991 

https://ohfukukai.jp/ 

※お問合せは HP 上のお問合せフォームより 

 

 

森脇
も り わ き

 涼
りょう

 (愛香園から異動) 

愛香園より異動でアート班に配属と

なりました。慣れるのに時間がかかる

かもしれませんが頑張っていきたいと

思いますのでよろしくお願いします。 

 

 

異動・退職者のお知らせ 

この度、４名の異動・退職がありましたのでお知ら
せします。 

≪異動≫ 森岡 隼人 (愛香園) 

≪退職≫ 植田 智子(スタッフ) 原田 絵美(スタッフ) 

左右田 弘子(調理員) 

 

長い間、お世話になりました 

 

 

三浦
み う ら

 克司
か つ じ

 (新規採用) 

4 月から児童部で勤務させて頂いて

おります。早く仕事を覚えて、利用者の

皆さんと共に成長できればと思ってい

ます。 

宜しくお願いします。 

 

 

 

上田
う え だ

 富士夫
ふ じ お

 (新規採用) 

2 月からくるみ邑美園のあすなろ棟

で勤務しています。初めての事ばかり

で、戸惑うことばかりですがしっかり

頑張りたいと思います。 

よろしくお願いします。 

 

 
 

瀧
た き

桐
ぎ り

 貞子
て い こ

 (新規採用) 

4 月から放課後デイみんとで勤務さ

せて頂いております。利用者の皆さん

が安心して楽しく過ごせるように支援

に努めたいと思います。 

 

この春より４名の職員がくるみ邑美園、くるみ邑

美園児童部、放課後デイみんとに配属となりました

のでご紹介致します。 
新 入 職 員 紹 介 

昨年、令和 3 年度も“コロナ”の 1 年となりました。3 回のワクチン接種は済みましたが、相変わらず感

染した場合の対応は変わらない為、感染対策を継続する必要があり、皆様にご不便をおかけしております。 

１年前に利用者の皆さんの暮らしが窮屈なものにならないよう生活環境を整え、活動内容を工夫すること

をお約束し、この１年各棟で利用者の皆さんに楽しんでいただける様々な取り組みをして参りました。今年

度もこのコロナが終息するまで、今まで以上に満足していただける取り組みを工夫して参りますので、ご理

解とご協力をお願いします。(土佐 斉) 

 


